
は
い
さ
い
。
今
月
号
は
、
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る

「
那
覇
ハ
ー
リ
ー
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

那
覇
ハ
ー
リ
ー
は
、
県
内
ハ
ー
リ
ー
行
事
の
中
で
は
最
大

規
模
を
誇
り
、
那
覇
三
大
祭
り
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

そ
の
ハ
ー
リ
ー
は
、
約
６
０
０
年
前
の
琉
球
王
朝
時
代

に
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
爬
龍
船
を
漕
ぎ

競
い
合
い
、
漁
の
安
全
や
豊
漁
を
祈
願
す
る
沖
縄
の
伝
統

行
事
で
す
。

県
内
各
地
の
ハ
ー
リ
ー
が
漁
労
用
の
サ
バ
ニ
を
用
い
て

競
漕
す
る
の
に
対
し
、
那
覇
ハ
ー
リ
ー
は
全
長
14
・
５

メ
ー
ト
ル
、
重
さ
２
・
５
ト
ン
の
爬
龍
船
を
用
い
、
漕
ぎ

手
32
名
、
舵
取
り
２
名
、
鐘
打
ち
２
名
、
旗
振
り
３
名
、

中
乗
り
２
名
、
唄
歌
い
１
名
の
総
勢
42
名
に
よ
る
力
強
い

競
漕
が
魅
力
で
す
。

今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
は
、
ぜ
ひ
多
く
の

皆
様
に
会
場
へ
お
越
し
い
た
だ
き
、
白

熱
し
た
レ
ー
ス
や
多
彩
な
催
し
を
ご

堪
能
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

ゆ
た
さ
る
ぐ
と
ぅ　
　

う
に
げ
ー
さ
び
ら
。

６
０
０
年
の
歴
史
が
今
こ
こ
に̶

　
　

思
い
を
一
つ
に 

い
ざ 

出
漕
！

特
集

那覇市長　知念 覚　

一
致
団
結
、力
の
限
り
漕
ぎ
進
め
！

発行：那覇市 〒900-8585 那覇市泉崎1丁目1番1号　☎（代表）867-0111　印刷：丸正印刷株式会社　配布：那覇市シルバー人材センター

家庭ごみ排出量
前年同月比
3月／1世帯あたり

1日 0.91㎏

那覇市ごみ分別・
減量キャラクター
ナハゾウくん

0.08㎏

５月第868号  毎月1日発行
2023年（令和５年）

市が実施する事業やイベント、
防災情報などの情報を発信し
ています。右記QRコードから
それぞれご覧いただけます。

那覇市の人口と世帯
※（　）内はうち外国人
2023（令和5）年３月末現在

総人口 315,539人（5,559人）

世帯数 158,062世帯（3,707世帯）
男 152,762人（2,888人） 女 162,777人（2,671人）

住民基本台帳人口の内訳（外国人）

＃なはとぴ

いいね！♥ いいね！♥ いいね！♥

あなたが見つけた 募集中！「なは」「なは」

カタポケ iPhone/Android

10言語で 　 
ウェブでも
アプリでも「広報なは市民の友」を 読むことができます。

FOREIGN
RESIDENTS
PORTAL無  料

Free App



「広報なは市民の友」への広告を募集中。問い合わせ先 　(株) ウィット ☎072-668-3275

22023年（令和５年）5月

那
覇
ハ
ー
リ
ー
の
始
ま
り

ハ
ー
リ
ー（
爬
龍
船
競
漕
）が
沖
縄
に
伝
わ
っ

た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
１
３
９
０
年
代
頃
に
、

中
国
か
ら
琉
球
へ
移
住
し
た
久
米
三
十
六
姓
が
、

自
分
た
ち
の
故
郷
で
行
わ
れ
て
い
た
爬
龍
船
競

漕
を
琉
球
で
も
始
め
た
と
い
う
説
や
、
那
覇
の

西
村
出
身
の
長
浜
大
夫
と
い
う
人
物
が
、
中
国

へ
留
学
し
た
際
に
見
た
競
漕
に
感
動
し
、
持
ち

帰
っ
た
と
い
う
説
な
ど
、
諸
説
あ
り
ま
す
。

ハ
ー
リ
ー
は
、
海
の
神
へ
航
海
の
安
全
や
豊

漁
、
地
域
の
安
泰
を
祈
願
し
て
行
わ
れ
る
行
事

で
あ
り
、
琉
球
王
国
時
代
は
国
を
挙
げ
た
国
家

行
事
と
し
て
、
現
在
の
那
覇
港
か
ら
豊
見
城
城

下
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
明
治
時
代
に
な
る
と
廃
藩
置
県
に

よ
り
沖
縄
県
が
設
置
さ
れ
、
琉
球
王
国
の
国
家

行
事
で
あ
っ
た
那
覇
の
ハ
ー
リ
ー
は
廃
止
と
な

り
、
泊
地
域
で
は
陸
で
行
う
「
地ヂ

ー

バ
ー
リ
ー
」

が
そ
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

ハ
ー
リ
ー
復
活
の
た
め
「
泊
爬
龍
船
保
存
会
」

を
結
成
（
現
在
の
那
覇
爬
龍
船
振
興
会
）
し
、

戦
後
の
本
土
復
帰
記
念
事
業
と
し
て
開
催
さ
れ

た
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
を
契
機
に
、
約
60
年

ぶ
り
に
那
覇
ハ
ー
リ
ー
が
復
活
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
毎
年
５
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に

開
催
さ
れ
る
、
那
覇
の
三
大
行
事
の
一
つ
と
し

て
定
着
し
ま
し
た
。

爬
龍
船
の
由
来

他
の
地
域
が
漁
用
の
サ
バ
ニ
を
使
っ
て
競
漕

す
る
の
と
は
違
い
、
那
覇
の
ハ
ー
リ
ー
で
は
龍

の
姿
を
模
し
た
「
爬
龍
船
」
を
使
用
し
ま
す
。

昔
、
楚
の
国
に
国
王
に
重
用
さ
れ
て
い
た
役

人
が
い
ま
し
た
が
、
彼
は
周
囲
の
妬
み
を
買
い
、

国
を
追
放
さ
れ
た
後
に
河
に
身
を
投
じ
亡
く
な

り
ま
し
た
。
楚
の
国
の
人
々
は
彼
の
死
を
悲
し

み
、
霊
を
弔
う
た
め
に
船
を
出
し
、
竹
筒
に
米

を
入
れ
た
供
物
を
河
へ
投
げ
入
れ
、
こ
の
供
物

が
蛟
龍
（
水
に
住
む
龍
）
に
奪
わ
れ
な
い
よ
う

に
と
、
船
の
形
を
爬
龍
（
地
を
這
う
龍
）
に
し

た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

那
覇
ハ
ー
リ
ー
は
、
泊
・
那
覇
・
久
米
の
３

地
域
対
抗
で
競
漕
が
行
わ
れ
ま
す
。

各
爬
龍
船
に
つ
い
て
、
泊
は
黒
色
で
「
琉
球
」

を
表
し
、
那
覇
は
緑
色
で
「
日
本
」
を
、
久
米

は
黄
色
で
「
中
国
」
を
表
し
て
お
り
、
地
域
ご

と
に
色
分
け
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
長
14
・
５
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
２
・
５
ト
ン

の
巨
大
な
船
に
は
、
漕
ぎ
手
32
名
、
舵
取
り
２

名
、
鐘
打
ち
２
名
、
旗
振
り
３
名
、
唄
歌
い
１

名
、
空
手
演
武
を
行
う
中
乗
り
２
名
の
総
勢
42

名
が
お
り
、
県
内
で
行
わ
れ
る
ハ
ー
リ
ー
行
事

の
中
で
も
、
最
大
規
模
に
な
り
ま
す
。

御う

願

 

ぐ
ゎ
ん

バ
ー
リ
ー
と
本
バ
ー
リ
ー
　

那
覇
ハ
ー
リ
ー
で
は
、
平
和
と
安
泰
を
願
う

御
願
バ
ー
リ
ー
と
競
漕
を
図
る
本
バ
ー
リ
ー
の

二
つ
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
漕
ぎ
方
や
旗
の
振

り
方
に
違
い
が
見
ら
れ
ま
す
。

儀
式
的
な
意
味
合
い
を
持
つ
御
願
バ
ー
リ
ー

で
は
、
櫂

 

か
い

を
水
面
に
高
く
振
り
上
げ
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
と
漕
ぎ
、
旗
を
水
平
に
振
り
ま
す
。

ま
た
、
泊
・
那
覇
・
久
米
の
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の

持
つ
「
ハ
ー
リ
ー
歌
」
を
歌
う
の
が
特
徴
で
す
。

一
方
、
競
漕
を
主
と
す
る
本
バ
ー
リ
ー
で
は
、

櫂
は
水
面
深
く
に
入
れ
、
息
を
合
わ
せ
た
力
強

い
漕
ぎ
に
加
え
て
旗
は
斜
め
に
船
底
を
つ
く
よ

う
勇
ま
し
く
振
り
ま
す
。

今
年
は
ぜ
ひ
、
歌
や
演
武
に
も
注
目
し
な
が

ら
、
伝
統
と
文
化
を
受
け
継
ぐ
「
那
覇
ハ
ー

リ
ー
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
！

特
集
６
０
０
年
の
歴
史
が
今
こ
こ
に̶

　
　

思
い
を
一
つ
に 

い
ざ 

出
漕
！

那
覇
の
三
大
祭
り
の
一
つ
で
あ
る
「
那
覇
ハ
ー
リ
ー
」
は
、
毎
年
5
月
3
日
か
ら
5
日
に
行
わ
れ
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
多
く
の
観
客
で
賑
わ
い
ま
す
。

今
年
4
年
ぶ
り
と
な
る
「
第
49
回
那
覇
ハ
ー
リ
ー
」
が
那
覇
港
新
港
ふ
頭
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は
那
覇
ハ
ー
リ
ー
開
催
に
合
わ
せ
、「
ハ
ー
リ
ー
は
ど
の
よ
う
に
始
ま
っ
た
の
か
」

「
船
は
な
ぜ
龍
の
形
を
し
て
い
る
の
か
」
な
ど
、
那
覇
ハ
ー
リ
ー
の
由
来
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

は
り
ゅ
う
せ
ん

那覇ハーリーの歩み（1392年～1975年）

1392~1405　中国から琉球へハーリーが伝来
1879　廃藩置県により那覇のハーリー競漕を廃止
1905　日露戦争の戦争祝賀行事として古式

ハーリーを実施

1915　大正天皇御即位奉祝にて、泊地バー
リーを披露

1950　戦後、中断していた泊の地バーリーを
開催

1951　龍潭にて琉球大学開校セレモニーとし
てのハーリーを開催

1960　港まつりにて地バーリー披露
1972　泊爬龍船保存会を結成
1974　那覇爬龍船3隻を建造、泊敷地内に艇

庫を建立

1975　60年ぶりにハーリー復活、第1回那覇
ハーリーまつりを開催

波之上祭りハーリー電車（1930年）
写真：那覇市歴史博物館 提供

戦前の爬龍船競技
写真：那覇市歴史博物館 提供

ペルリ来琉100年祭パレード（地バーリー）
写真：那覇市歴史博物館 提供
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５月３～５日の３日間、４年ぶりとなる「第49回 那覇ハーリー」を那覇
港新港ふ頭で開催します。当日は、御願バーリー、本バーリー、爬龍船競
漕（一般、中学生）、ライブ、一般体験乗船など、イベントが盛りだくさん！
那覇ハーリー会館では展示物コーナーも用意していますので、みなさんぜ
ひ会場へお越しください。
※会場には駐車場がございませんので、公共交通機関を
ご利用ください。
 問  那覇市観光協会 ☎862-1442（前日まで)
　   ハーリー実施本部 ☎860-1515（開催期間中)

久米の名に恥じないような御願
バーリーを披露し、本バーリーで
も優勝できたら嬉しいです。

息の合ったチーム力が魅
力ですので、本番ではそれ
を発揮できるように頑張り
ます！

チーム 久米
  か  が   てつ お

加賀 徹男さん

今年はこれまで以上にチーム
の団結力が増しており、日々の
練習からも士気の高まりを感じ

ています。
この気持ちを維持し、本
番ではチーム一丸となって
優勝目指して頑張ります！

チーム 泊
くによし まさのり

國吉 真徳さん

チーム 那覇
なかほど たけし

仲程  猛さん

●
コンビニ

↓那覇新都心

←那覇空港←那覇空港 浦添→浦添→

泊大橋

●
コンビニ

●
コンビニ

●泊いゆまち

泊
ふ
頭

安謝
交差点

泊
交差点

58

アクセスマップ

５/３（水）４（木）５（金）は
　　　　　　  へ行こう！那覇ハーリー

皆で力を合わせながら楽
しく仲良く、前回よりも早
いタイムでの優勝を目指し
て、気合を入れて漕ぎたい
と思います！

NahaDragonboatRace

チーム 真嘉比自治会
いさやま りょうた

諫山 竜多さん

テレビでハーリーを
見ていたこともあり、
今回挑戦しようと思
いました。まずは、決
勝進出を目標
に頑張りたい
です！

本番に向け、平日は
朝７時頃からプール
で朝練に励んでいま

す。今回も優
勝して、2連覇
したいと思い

ます！

すえよし あきひろ

末吉 亨啓さん

チーム 石田中学校
うえはら　ゆ　き   な

上原 佑紀奈さん

後輩へ那覇中学校のハー
リーの伝統を引き継ぐため
にも頑張りたいと思います。
皆 で 力 を
合わせて、
1位を目指
します！

これまでやって
きた先輩の想い
を引継ぎ、楽しみ
ながら、皆で1位
を目指して頑張

ります！

 が　な　は　あお

我那覇 碧さん

チーム 那覇中学校
 あ  し とみ  たける

安次冨 長衛さん

４年ぶりの開催ということで、み
んないつもより気合が入っています。
今年は「つなぐ」をスローガンに、
色々な想いをみんなで繋ぎ、
若い力とベテランの豊富な経
験で、５連覇を目指して頑張
りたいと思います！


